
市民だより　2018.12.1515

災害時は

碧海エリ
ア及びそ

の周辺

碧海エリ
ア及びそ

の周辺
刈谷市からのお知らせ
まちのまど

刈谷市は、Pitch FMと
災害時の放送に関する協
定を結んでいます。

毎週火曜日　13時35分～13時45分
※20時35分ごろ再放送
と　き 内　　　容

12月18日 年末年始の食生活

25日 中学生の陸上教室

　

身
体
障
害
者
手
帳
の

対
象
者
と
申
請
方
法　

対　
永
続
す
る
次
の
い
ず
れ
か
の

障
害
を
有
す
る
お
お
む
ね
３
歳
以

上
の
人
。
▼
視
覚
▼
聴
覚
・
平
衡

機
能
▼
音
声
・
言
語
・
そ
し
ゃ
く

機
能
▼
肢
体
不
自
由
▼
心
臓
・
腎

臓・呼
吸
器
の
機
能
▼
ぼ
う
こ
う・

直
腸
の
機
能
▼
小
腸
の
機
能
▼
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
▼
肝
臓
の
機
能

申
請
方
法　
印
鑑
、
手
帳
申
請
用

診
断
書
（
県
が
指
定
し
た
医
師
が

記
入
し
た
も
の
）、
写
真
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド
、
来
庁
者
の
身
元
確
認
書
類
を

持
参
し
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
が

直
接
、
福
祉
総
務
課
へ
。

判
定
方
法　
身
体
障
害
者
認
定
基

準
に
基
づ
き
、
１
（
重
度
）
～
６

級
（
軽
度
）
で
愛
知
県
知
事
に
よ

り
判
定
さ
れ
ま
す
。

※
判
定
に
は
１
～
１
か
月
半
か
か

り
ま
す
。

他　
▼
原
則
、
更
新
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
再
認
定
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
▼
病
気
の
治
療
に
伴

う
一
時
的
な
障
害
や
加
齢
な
ど
に

よ
る
日
常
動
作
不
能
な
ど
、
障
害

が
永
続
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問　
福
祉
総
務
課
（
☎
62
‐
１
２

０
８
）

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に

取
り
組
む
市
民
運
動︵
冬
期
︶

時　
12
月
20
日
㈭
～
１
月
10
日
㈭

　
冬
休
み
の
子
ど
も
た
ち
は
、
解

放
感
な
ど
か
ら
交
友
関
係
が
広
く

な
り
ま
す
。
有
害
な
環
境
に
接
す

る
機
会
も
多
く
な
る
こ
と
で
、
犯

罪
に
関
わ
っ
た
り
巻
き
込
ま
れ
た

り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
大
人
が
規
律
あ
る
行
動
を
示
し
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
子
ど
も
た
ち
を
非
行
や
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

問　
生
涯
学
習
課
（
☎
62
‐
１
０

３
６
）今

月
の
市
税
の
納
期

税
目　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税（
３
期
）、国
民
健
康
保
険
税（
６

期
）

納
期
限　
12
月
25
日
㈫

他　
納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
な

口
座
振
替
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　

問　
納
税
課（
☎
62
‐
１
０
０
７
）

お
知
ら
せ

　

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は

１
月
31
日
㈭
で
す　

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償

却
資
産
は
、
土
地
・
家
屋
以
外
の

事
業
用
の
有
形
固
定
資
産
で
、
そ

の
減
価
償
却
費
が
所
得
（
法
人
）

税
法
に
よ
る
計
算
上
、
必
要
経
費

（
損
金
）に
算
入
さ
れ
る
も
の（
自

動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
対

象
で
あ
る
も
の
は
除
く
）
で
す
。

　
事
業（
ア
パ
ー
ト
経
営
も
含
む
）

を
営
ん
で
い
る
人
は
、
31
年
１
月

１
日
現
在
に
お
持
ち
の
償
却
資
産

に
つ
い
て
、
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
資
産
の
多
少
や
増
減

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
新
た
に
償
却
資
産

を
取
得
し
た
人
で
、
申
告
用
紙
が

な
い
場
合
や
不
明
な
点
が
あ
る
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
前
年
度
申
告
の
あ
っ
た
人
に
は
、

12
月
上
旬
に
申
告
用
紙
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。

問　
税
務
課（
☎
62
‐
１
０
０
８
）

消
防
団
年
末
夜
間
特
別
警
戒

　
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
新
年
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
年
末
夜
間
に
管

轄
内
の
警
戒
を
行
う
と
と
も
に
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

時　
12
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰　
20

時
～
翌
日
１
時

場　
市
内
全
域

問　
危
機
管
理
課
（
☎
62
‐
１
１

９
０
）

30
年
度
刈
谷
文
化
協
会
各
賞
の

受
賞
者

　
郷
土
の
文
化
発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
人
た
ち
に
贈
る
刈
谷
文
化

賞
な
ど
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

（
敬
称
略
）。

刈
谷
文
化
賞
（
２
人
）

松
浦
輝
美
子
（
茶
道
）　

　
常
任
理
事
と
し
て
長
年
に
わ
た

り
役
職
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、

茶
道
に
対
す
る
情
熱
は
人
一
倍
あ

り
、
三
河
地
区
の
表
千
家
の
常
任

理
事
を
務
め
る
な
ど
、
茶
道
伝
統

文
化
の
継
承
・
発
展
に
寄
与
し
て

い
る
。

深
谷
香
代
子
（
大
正
琴
）

　
大
正
琴
部
会
で
長
年
に
わ
た
り

役
職
を
務
め
る
と
と
も
に
、
幼
小

中
の
子
ど
も
へ
の
指
導
を
は
じ

め
、
地
域
や
敬
老
会
に
対
し
て
の

演
奏
活
動
も
顕
著
で
、
大
正
琴
に

対
す
る
情
熱
は
人
一
倍
あ
り
、
伝

統
文
化
の
継
承
・
発
展
に
寄
与
し

て
い
る
。

刈
谷
文
化
奨
励
賞
（
13
人
）

柴
田
比
呂
志
（
随
筆
）、
藤
原
香

代
子
（
日
本
画
）、
岡
川
の
ぶ
え
・

豊
島
美
代
子
（
華
道
）、
日
高
美

菜
子
（
バ
レ
エ
）、
田
中
サ
カ
江
・

鈴
木
春
子
（
民
踊
）、鈴
木
や
よ
い・

木
村
多
香
広
（
民
謡
）、神
谷
敏
子

（
筝
曲
）、
早
川
と
み
え
・
深
谷

和
子（
大
正
琴
）、伊
熊
美
代
子（
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
）

長
老
栄
誉
賞
（
43
人
）

平
野
千
恵
子・朝
居
た
江（
短
歌
）、

中
根
典
枝・稲
垣
よ
し
子
（
俳
句
）、

所
征
男
（
川
柳
）、
西
川
登
美
子
・

前
田
勇
夫・伊
藤
嘉
晃（
水
墨
画
）、

伊
藤
和
義
（
洋
画
）、
宮
田
米
子
・

久
野
み
さ
子
（
水
彩
画
）、毛
受
優

（
写
真
）、
村
井
幸
堂
・
杉
浦
則
子

（
華
道
）、
渡
邊
猛・矢
田
政
子
（
山

草
）、
川
角
幸
江
・
本
多
よ
し
子
・

波
崎
智
代
子
・
内
藤
か
よ
子
（
民

踊
）、
木
村
広
士
菜
・
木
村
多
香

敏
・
青
山
博
宣
・
正
木
ミ
チ
子
（
民

謡
）、
齋
藤
弘
子
・
有
田
ケ
イ
子
・

栗
田
道
子
（
筝
曲
）、
若
林
力
江
・

久
米
美
登
・
尾
嶋
サ
カ
エ
・
三
宅

久
美
子
・
竹
内
哲
三
（
詩
吟
）、

塚
本
銈
子
・
山
田
歌
子
・
近
藤
悦

子
・
神
谷
嬰
・
江
坂
昌
子
・
稲
垣

輝
子
（
大
正
琴
）、
土
井
妙
子
（
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
）、
神
谷
妙
子
・
鬮

目
さ
か
江
・
長
江
雅
子
・
清
水
正

江
（
3B
体
操
）

問　

刈
谷
文
化
協
会
（
☎
23
‐

3
7
0
0
）


